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足立 区ホームページ携帯電話
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携帯電話でご利用になれます

あだち広報は毎月10 日・25 日、
ズームアップは6 ・8・10・1・3 月発行

今号の主な内容
2
・
3
面

「内臓脂肪 減らして
防ぐ 生活 習 慣 病」/
宿泊施設案内

4
・
5
面

障害者が地域で暮ら
せる社会に

6
・
7
面

区政モニター募集/
催し物

8
面
住民参加型ミニ市場公募債「走れ! あだち
債」の発行・申し込みの案内

税金の申告はお早めに
みんなで広く公平に分かち合う税は、私たちの暮らし

を支えています。申告期限が近付くと窓口が大変混雑し
ますので、早めに申告してください。

特別区民税・
都民税( 住民税)

申告先

区 役所
申告期間

2月16日～3月15日

住民税についてのお問い合わせは
〒120- 8510中央本町1- 17- 1
課税第一係 　3880- 5231
課税第二係 　3880- 5230

□ 申告が必要な方
[ >18年1 月1 日現在、区内在住で、17年中に所得があ
った方

[ >区外に住んでいても、区内に事務所や事業所、家屋
敷がある方

□ 所得のなかった方も申告を
税証明書の発行、国民健康保険・介護保険の保険料

額の決定、就学援助金などの各種手当金・助成金の支
給決定などには、住民税の申告が必要です。該当する
方は必ず申告をしてください。
□ 申告の必要がない方
[ >税務署に所得税の確定申告をする方
[ >17年中の所得が給与のみで、給与から住民税が天引

きされている方
□ 次の方へ2 月フ日に申告書を送ります
レ昨年度、住民税の申告をした方
レ昨年度、未申告で、18年1 月1 日現在、20歳以上の方
□ 次の方には申告書を送りません
レ昨年度の申告で、親族の扶養になっている方
レ17年1 月2 日以降に区内へ転入した方
米申告書が送付されず、今回申告が必要な方へは、課
税課・区民事務所窓口で配付します。郵送で請求す
る場合は、課税課へお問い合わせください

□ 申告書の提出は区役所へ
申告は課税課、区民事務所のほか、郵送( 課税課宛)

でも受け付けます。

また、出張受け付けでは、区の課税課職員が相談を
受けながら、申告を受け付けます( 表1) 。

表1 住民税申告出張受け付け日程

※ いずれも受付時間は、午前9時～午後3時30分

国税( 所得税・
消費税・贈与税)

申告先

管轄の税務署
(表2)

申 告 期 間

[ >所得税… 2月16日～3月15日
[ >消費税…受付中～3月31日
[ >贈与税… 2月1日～3月15日

国税についてのお問い合わせは
管轄の税務署( 表2) へ

申告書の提出は管轄の税務署へ
管轄の税務署窓口および郵送でも受け付
けます。 ※ 郵送の場合、封筒裏面に申告す
る方の住所・氏名を記入してください

表2 税務署管轄区域一覧

※ 確定申告期間中は、駐車場は利用できません

※ 東京国税局のホームページ(「ご利用ください便利な
サービス」の欄を参照)からも管轄を確認できます

所得税

□ 確定申告が必要な方
[ >17年分について、事業所得や不動産所得、
譲渡所得などの所得の合計金額から基礎
控除その他の所得控除金額を差し引き、そ
の金額に基づいて計算した税額から税額
控除、定率減税額を差し引いて残額のある
方

[ >17年中の給与の収入金額が2, 000万円を超
える方や、給与を1 ヵ所から受けていて、

給与所得や退職所得以外の各種の所得金
額の合計額が20万円を超える方など

※ 65歳以上の方は、17年分から公的年金等控
除の額が変わりました

※ 老年者控除( 50 万円) が廃止されました
※ 生命保険の満期金や一時金を受領した場
合、一時所得として申告が必要か、生命保
険会社などからの書類でご確認ください

□ 受け付け中です! サラリーマンなどの
所得税の還付申告
次の場合などは、確定申告をすると、源泉

徴収された所得税が還付されることがあり
ます。
レマイホームを住宅ローンで購入したとき
レ医療費を原則10万円以上支払ったとき
レ中途退職したとき

個人事業者の消費税および
地方消費税/ 贈与税

申告が必要な方など、くわしくは、管轄の
税務署へお問い合わせください。

納付もお早めに
納付期限= レ所得税・贈与税… 3 月15 日 レ
消費税… 3 月31日
□ 納税は口座振替で
所得税や消費税( 地方消費税を含む) の納

付は口座振替が便利です。口座振替を利用の
方は、所得税は4 月20 日㈲、消費税は4 月27
日㈲が振替日になります。くわしくは、税務
署までお問い合 わせください。

ご利用ください便利なサービス
□ 足立・西新井税務署の休日申告受け付け
日時=2 月19 日(日)・26日(日) ※ この日以外の土・日・祝日は受け付けま
せん 内容= 確定申告書用紙の配付、所得税・贈与税・個人事業者の消
費税および地方消費税についての、申告書作成のアドバイスと受け付け
※ 国税の領収は行いません
・ 電子申告・納税ができます
自宅や事務所などから、インターネットを利用して申告や納税ができ

ます。くわしくは「国税電子申告・納税システム」ホームページをご覧<
ださい。[ > 国税電子申告・納税システムホームページ

腿ht t p: / / www. e- t ax, nt a ・go. j p/

□ 国税庁、東京国税局ホームページで確定申告書などを作成できます
「確定申告書等作成コーナー」から作成した所得税・消費税および地
方消費税の確定申告書などを出力して、税務署に提出できます。
レ 国税庁 蹣ht t D: / /www. nt a. q0. i D/

レ 東 京国税 局 跚ht t p: / /www. t okyo. nt a ・90. j p/

□ 無料申告相談会
東京税理士会による無料申告相談を行います( 表3) 。

表3 税理士会による無料申告相談会

☆の日程は、主に年金受給者の方を対象に行います。

※ 時間はいずれも午前9時30分～正午、午後1時～3時30分
※小規模納税者の所得税および消費税、年金受給者、給与所得者の所得税の申告が対象( 譲渡
所得のある方を除く)です
※混雑する場合は、受け付けを早めに締め切ることがあります

葦
立
ち

「
銭
湯
、
商
店
街
、
人
」

「
こ
こ
に
一
歩
大
れ
ば
、
の
ん
び

り
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
、
明
日
へ
の
活

力
が
わ
い
て
き
ま
す
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の
暮
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、区
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の
銭
湯
を
紹
介
し
た
テ
レ

ビ
番
組
で
の
、
銭
湯
の
主
人
の
言
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で
す
。
番
組
で
は
、
地
域
の
人
々
の

く
つ
ろ
ぎ
と
憩
い
、
そ
し
て
、
交
流

の
場
と
し
て
の
銭
湯
の
良
さ
が
表
現

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
昔
か
ら
の
銭
湯

愛
好
者
の
私
に
と
っ
て
、
と
て
も
う

れ
し
い
番
組
で
し
た
。

ま
た
、
私
は
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
足

立
で
放
送
さ
れ
た
新
春
の
広
報
番
組

で
、
文
学
、
音
楽
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

各
分
野
で
活
躍
中
の
方
々
と
対
談
し

ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
ま
ち
に
つ
い

て
印
象
に
残
っ
た
話
か
あ
り
ま
す
。

一
つ
は
「
商
店
街
が
に
ぎ
や
か
で
住

み
や
す
い
≒
商
店
街
が
あ
る
か
ら
夜

歩
い
て
い
て
も
怖
く
な
い
」
と
い
う

話
で
す
。
生
活
の
利
便
性
だ
け
で
な

く
、
最
近
の
子
ど
も
た
ち
を
巻
き
込

む
悲
惨
な
事
件
を
思
う
と
、
ま
ち
の

安
全
、
安
心
な
仕
組
み
と
し
て
商
店

街
の
役
割
に
は
大
き
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。
も
う
一
つ
は
「
人
情
味
が
あ

る
」「
地
域
の
人
の
つ
な
が
り
が
あ

る
」
と
い
う
話
で
す
。
都
市
化
と
共

に
、
人
間
関
係
が
希
薄
に
な
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
区
に

は
、
地
域
で
支
え
合
う
風
土
が
残
っ

て
い
る
こ
と
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

真
に
住
み
や
す
い
ま
ち
は
、
昔
か

ら
残
る
ま
ち
の
良
さ
と
、
新
し
く
変

わ
り
っ
つ
あ
る
側
面
の
調
和
の
中
か

ら
生
ま
れ
て
く
る
も
の
で
す
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今
年

も
足
立
区
の
良
さ
を
生
か
し
た
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

足
今
次
訃
夲
猿
午

□ 広報番組「情報キャッチ! ! 好きです。あだち」足立区のシンボル荒川。今回の特集では、冬ならではの荒川の楽しみ方を紹介します。お楽しみに。
放送日時=1月23日～29日、午後O時30分/午後6時放送局=ケーブルテレビ足立( 9CH) 問先=広報係　3880―5815
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保
健
福
祉
ガ
イ
ド

定
員
に
先
着
順
と
あ
る
も
の
は
1
月
2
6日
か
ら
受
け
付
け
ま
す

電話番号がない記事については

区役所代表へ 　3880- 5111

区・ホームページアドレスは

ht t p: / /www. ci t y. adachi . t okyo. j p/

凡

例

・ 車応,ぐtり ● ね鷂枷カ論
も 駝 急

| 灘 ヨ 戸

2
月
の
土
曜
予
防
接
種
外
来

日
時
=
2
月
1
8日
出
、
午
後
3
時
～
5

時

※
受
け
付
け
は
午
後
4
時
3
0

分
ま
で

場
所
―
足
立
区
医
師
会
館

(中
央
本
町
3
-
4
-
4
)

対
象
=
B
C
G

、
ポ
リ
オ
を
除
く
各
予
防

接
種
の
法
定
年
齢
内
の
子
ど
も

※

予
防
接
種
相
談
も
受
け
ら
れ
ま
す

申
込
n
母
子
健
康
手
帳
、
予
防
接
種

予
診
票
を
持
参
の
上
、
保
護
者
同
伴

で
当
日
直
接
会
場
へ

問
先
=
健
康

推
進
係

(
3
8
8
0
)
5
8
9
2

足
立
区
医
師
会
(
当
日
、
午
後
3
時
～

5
時
の
み
)(

3
8
8
0
)
1
8
6
6

思
春
期
家
族
健
康
教
室

「
上
手
な
自
己
表
現
(
ア

サ
ー
シ
ョ
ン
)
を
学
ぼ
う
」

日
時
=
3
月
1
日
㈲
、
午
後
1
時
～
4

時
3
0分

対
象
=
学
童
期
・
思
春

期
・
青
年
期
の
子
育
て
中
の
家
族
ま

た
は
関
心
の
あ
る
方

講
師
=
沢
崎

俊
之
氏
(
埼
玉
大
学
教
授
)

定
員
-
3
0

人
(
先
着
順
)

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=
江
北
保
健
総
合
セ

ン
タ
ー
地
域
保
健
係

(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

ぜ
ん
息
相
談
教
室

「
ぜ
ん
息
と
ス
ト
レ
ス
」

日
時
=
2
月
9
日
㈲
、
午
前
1
0時
～

‥
1
1
一
時
3
0
分

場
所
=

区
役
所

対
象
=

ぜ
ん
息
を
治
療
中
の
患
者
と
そ
の

家
族

内
容
=

講
義

「
ス
ト
レ
ス
を

た
め
な
い
生
活
の
仕
方

」
ノ
リ
ラ
ッ

ク
ス
法
/

相
談

講
師
=

小
嶋
な
み

子
氏
(

国
立
成
育
医
療
セ
ン
タ
ー
ア

レ
ル
ギ
ー
科
臨
床
心
理
士
)

定
員
=
3
0

人
(

先
着
順
)

申
込
=

電
話

申
・
問
先
=
公
害
保
健
係

(
3
8
8
0
)
5
8
9
3

犬
の
し
つ
け
方
教
室

日
時
H
2
月
2
8日
収
、
午
後
1
時
3
0

分
～
3

時
3
0
分

対
象
=

区
内
在

住
・
在
勤
の
方

内
容
=
犬
の
し
つ

け
方
の
基
本
を
、
モ
デ
ル
犬
を
使
っ

て
学
習

※
当
日
は
犬
を
連
れ
て
来

な
い
で
く
だ
さ
い
。
車
で
の
来
場
は

で
き
ま
せ
ん

講
師
=
都
・
動
物
愛

護
相
談
セ
ン
タ
ー
職
員

定
員
=
5
0

人
(
先
着
順
)

申
込
=
電
話

場
・

申
・
問
先
=
住
居
衛
生
係

(
3
8
8
0
)
5
3
7
5

介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
調

査
の
項
目
が
追
加
さ
れ
ま
す

介
護
保
険
制
度
改
正
に
よ
る
「
新

予
防
給
付
」
創
設
に
伴
い
、
認
定
有

効
期
間
が
1
8年
3
月
3
1日
以
降
の
方

が
更
新
申
請
を
す
る
場
合
、
現
行
の
7
9

項
目
の
認
定
調
査
に
、「
日
中
の

生
活
」「
外
出
頻
度
」「
家
族
・
居
住

環
境
・
社
会
参
加
の
状
況
の
変
化
」

の
3
項
目
が
追
加
さ
れ
ま
す
。
4
月

か
ら
は
す
べ
て
の
申
請
が
対
象
と
な

り
ま
す
(
一
部
転
入
を
除
く
)
。
問

先
=
介
護
認
定
係

(
3
8
8
0
)
5
2
5
6

高
齢
者
の
方
に
無
料
マ
ッ
サ
ー
ジ

日
時
等
=
▽
2
月
7
日
収
・
2
1
日
㈹

・
:
千
住
北
部
地
域
集
会
所
(
千
住
寿

町
3
7
-
6
)
▽
2
月
1
0
日
金
・
2
4

日
金
…
竹
の
塚
障
害
福
祉
館
※
い

ず
れ
も
受
け
付
け
は
、
午
前
9
時
～

午
後
3
時
1
0分

対
象
=
7
3歳
以
上

の
区
民

定
員
n
各
日
4
8人
(
当
日

先
着
順
)

申
込
=
当
日
直
接
会
場

へ

問
先
=
障
害
福
祉
計
画
係

(
3
8
8
0
)
5
2
5
5

精
神
障
害
者
の
た
め
の
訪
問

介
護
員
養
成
研
修
公
開
講
座

日
時
=
1
月
2
9
日
㈲
、
午
後
1
時
～

4
時
3
0
分
(
午
後
O
時
3
0
分
開
場
)

場
所
=
綾
瀬
プ
ル
ミ
エ
内
容
U
講

演
「
精
神
障
害
者
が
主
体
的
に
つ
く

る
仕
事
と
暮
ら
し
～
北
海
道
浦
河
　

『
べ
て
る
の
家
』
の
2
0
年
～
」
講

師
=
「
べ
て
る
の
家
」
の
メ
ン
バ
ー

定
員
=
2
0
0人
(
当
日
先
着
順
)

申

込
=
当
日
直
接
会
場
へ

問
先
H
労

協
セ
ン
タ
ー
事
業
団

(
5
9
7
8
)
2
1
8
5

地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
3
)
7
1
7
7

身
体
障
害
者
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス

通
所
者
募
集

通
所
期
間
=

利
用
開
始
月
か
ら
1
2
ヵ

月

通
所
日
=

月
～
金
曜
日
の
間

で
、
週
2

日
ま
で

※
半
日
単
位
で

通
所
可
能

対
象
U

身
体
障
害
者
手

帳
を
持
っ
て
い
る
、
ま
た
は
高
次
脳

機
能
障
害
と
診
断
さ
れ
て
い
る
1
8
歳

以
上
の
方

※
今
ま
で
利
用
し
た
こ

と
が
な
い
方
に
限
る

内
容
=

社
会

生
活
力
を
高
め

、
自
分
に
合
っ
た
社

会
参
加
が
実
現
で
き
る
よ
う
に
支

援
。
リ
(

ビ
リ

、
視
覚
障
害
、
聴
覚

障
害
と
い
っ
た
障
害
特
性
別
コ
ー
ス

を
設
置

申
込
=

電
話

申
・
問
先
=

障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー
社
会
リ
(

ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
室

(
5
6
8
1
)
0
1
3
1
　
　
　

囲
(
5
6
8
1
-
)
0
1
-
3
Q
)

在宅介護支援センター 2月の家族介護者教室のご案内

※「申込= 」の記載がないものは、当日直接会場へ

2 月の献血
受け付け時に運転免許証や保険証な

ど、本人を確認できるものを提示して
ください。

問先= 東京都東赤十字血液センター
5682 ―2803　　

区・衛生管理係 　3880 ―5891

2 月の休日接骨院当番所
骨折や脱きゅう、ねんざ・打撲などの応急施

術を当番制で行っています。《 健康推進課》

※ いずれも時間は、午前9時～午後5時

健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
2
月
の
予
定

◎ おわびと訂正18年1月10日号2面の「銭湯へ行こう～りんご湯～」の記事に誤りがありました。おわびして訂正します。
【正】費用= レ65歳以上… 200円 《衛生管理係》
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戦
没
者
な
ど
の
妻
や

父
母
な
ど
の
方
へ

満
州
事
変
以
後
、
軍
人
、
軍
属
、

準
軍
属
と
し
て
戦
闘
、
そ
の
他
の
公

務
で
戦
死
、
戦
病
死
し
た
方
の
妻
や

父
母
な
ど
に
対
し
て
特
別
給
付
金
を

支
給
し
ま
す
(
戦
没
者
の
子
、
兄
弟

姉
妹
は
除
く
)
。

□
妻
に
対
す
る
特
別
給
付
金

内
容
=

第
2
2
回
い
号
(
額
面
2
0
0万

円
、
1
0年
償
還
記
名
国
債
)

□
父
母
な
ど
に
対
す
る
特
別
給
付
金

(養
父
母
、
祖
父
母
な
ど
を
含
む
)

内
容
=

第
2
1
回
い
号
(
額
面
1
0
0万

円
、
5
年
償
還
記
名
国
債
)

-

い
ず
れ
も
-

3
月
3
1日
で
受
け
付
け
が
終
了
し

ま
す
。
期
日
後
は
請
求
で
き
ま
せ

ん
。
請
求
手
続
き
が
済
ん
で
い
な
い

方
は
至
急
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。
申
・
問
先
=
民
生
係

【
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

】

足
立
区
食
品
衛
生
監
視
指
導
計

画
に
つ
い
て
の
意
見
を
募
集

区
は
、
1
8年
度
食
品
衛
生
監
視
指

導
計
画
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
計
画

案
に
つ
い
て
、
広
く
区
民
の
皆
さ
ん

か
ら
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。
計
画

案
は
、
足
立
保
健
所
、
保
健
総
合
セ

ン
タ
ー
、
区
政
情
報
室
、
衛
生
管
理

課
で
配
付
し
て
い
る
ほ
か
、
区
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま

す
。
対
象
=
区
内
在
住
・
在
勤
・

在

学

の
方

ま
た

は
区
内

に
事

業

所
な

ど
を

持

つ
法

人

・
そ

の
他

の
団

体

申
込
=
郵
便
・
フ
ァ
ク
ス
・
E
メ
ー

ル
に
住
所
、氏
名
ま
た
は
名
称
(
法

人
や
団
体
の
場
合
は
代
表
者
の
氏

名
)
、意
見
を
明
記
期
間
=
2
月

1
日
～
2
1
日
必
着
申
・
問
先
=
食

品

保

健
係

〒
1
2
0・
0
0
1
1

中
央

本
町
I
-
5
-
3

(
3
8
8
0
)
5
3
6
3
　
　
　

隰
(
3
8
8
0
)
9
9
8

0
s
e
i
k
a
t
u
e
i
s
e
i
@
c
i
t
y
.
a
d
a
c
h
i
.

t
o
k
y
o
.
j
p

介
護
支
援
専
門
員
実
務
研

修
受
講
試
験
合
格
者
へ

都
と
は
別
に
、
区
で
も
新
た
に
介

護
支
援
専
門
員
と
な
る
方
へ
研
修
を

行
い
ま
す
。
日
程
1
2
～
3
月
　

(予
定
)

※
く
わ
し
く
は
各
居
宅

介
護
支
援
事
業
所
へ
連
絡
。
事
業
所

に
勤
務
し
て
い
な
い
方
は
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い

問
先
=
介
護
保
険

係

　
(
3
8
8
0
)
5
8
8
7

お
酒
の
問
題
を
抱
え
る
方
へ

日
時
1
2
月
2
2日
㈲
・
3
月
2
2日

㈲
、
い
ず
れ
も
午
後
2
時
～
3
時
3
0

分

場
所
―
竹
の
塚
保
健
総
合
セ
ン

タ
ー

対
象
=
お
酒
を
や
め
た
い

方
、
や
め
さ
せ
た
い
家
族
の
方

内

容
=
専
門
医
を
交
え
、
グ
ル
ー
プ
で

お
酒
に
つ
い
て
考
え
る

申
込
=
電

話

申
・
問
先
=
保
健
総
合
セ
ン
タ

ー
地
域
保
健
係
(
表
1
)

表1 保健総合センター一覧

夕焼け放送の
時間変更

夕焼け放送は、2 月1 日から4 月30
日まで、午後5 時になります。 問先=
青少年センター施設担当係

5242―8163

生
活
習
慣
病
予
防
週
間

「
内
臓
脂
肪
減
ら
し
て
防
ぐ
生
活
習
慣
病
」

生
活
習
慣
病
予
防
週
間
の
記
事
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は

成
人
保
健
係
へ

　
(
3
8
8
0
)
5
1
2
1

2
月
1
日
～
7
日
は
生
活
習
慣
病

予
防
週
間
で
す
。
内
臓
に
脂
肪
が
た

ま
る
こ
と
で
、
糖
尿
病
・
高
血
圧
・

動
脈
硬
化
な
ど
を
引
き
起
こ
す
こ
と

が
最
近
の
研
究
で
わ
か
っ
て
き
て
い

ま
す
。日
々
の
食
事
の
見
直
し
や
運

動
を
心
掛
け
、
内
臓
脂
肪
型
肥
満
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

□
生
活
習
慣
病
と
は

生
活
習
慣
病
と
は
食
事
、
運
動
、

休
養
、
喫
煙
、
飲
酒
と
い
っ
た
日
々

の
生
活
習
慣
に
よ
っ
て
発
症
す
る
病

気
の
総
称
で
す
。

生
活
習
慣
病
に
は
、
が
ん
、
心
疾

患
、
脳
卒
中
の
よ
う
に
直
接
死
亡
に

つ
な
が
る
も
の
の
ほ
か
、
糖
尿
病
、

高
血
圧
、
高
脂
血
症
の
よ
う
に
日
常

生
活
に
負
担
を
掛
け
る
も
の
も
含
ま

れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
病
気
は
自
覚
症

状
が
現
れ
に
く
く
、
複
数
の
病
気
が

同
時
に
起
こ
る
こ
と
が
多
い
上
、
慢

性
化
し
て
完
全
に
は
治
り
に
く
い
の

が
特
徴
で
す
。

し
か
し
、
生
活
習
慣
病
は
長
期
間

で
徐
々
に
進
行
し
て
い
く
の
で
、
自

分
で
気
を
付
け
る
こ
と
に
よ
り
、
防

ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
定
期
的
に
健

康
診
査
(
健
診
)
を
受
け
、
病
気
を

早
期
発
見
・
治
療
す
る
ほ
か
、
生
活

習
慣
を
見
直
す
こ
と
で
、
発
症
・
進

行
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

□
生
活
習
慣
病
に
な
ら
な
い
た
め
に

▽
生
活
習
慣
の
改
善
は
短
期
間
で
で

き
る
も
の
で
は
な
く
、一
定
の
年

月
を
掛
け
て
達
成
で
き
る
も
の
で

す
。
無
理
の
な
い
目
標
を
立
て
、

あ
せ
ら
ず
、
あ
き
ら
め
ず
気
長
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

▽
一
人
で
す
べ
て
や
ろ
う
と
思
わ
ず

に
、
医
師
、
保
健
師
な
ど
に
相
談

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

▽
会
社
な
ど
で
健
診
を
受
け
る
機
会

の
あ
る
方
は
、
積
極
的
に
受
診

し
、
健
診
結
果
を
自
分
の
健
康
状

態
の
理
解
や
、
生
活
習
慣
の
改
善

に
生
か
し
ま

ょ
う
。

▽
現
在
治
療
中
の
疾
病
の
あ
る
方

は
、医
師
の
指
導
の
も
と
、
治
療

に
努
め
、
回
復
を
め
ざ
し
ま
し
ょ

区
で
は
、
会
社
・
医
療
機
関
な
ど

で
相
談
の
機
会
の
な
い
方
の
た
め

に
、
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
(
表
1
)

で
、
健
康
や
生
活
習
慣
病
予
防
に
関

す
る
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
ほ
か
に
健
診
機
会
の
な
い
方
を

対
象
に
、
生
活
習
慣
病
の
早
期
発

見
・
予
防
を
目
的
と
し
た
健
診
を
行

っ
て
い
ま
す
。
健
診
は
あ
く
ま
で
生

活
習
慣
を
見
直
す
た
め
の
機
会
で

す
。「
健
診
を
受
け
て
終
わ
り
」
に

す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
結
果
か
ら

自
分
自
身
の
日
々
の
生
活
を
見
直

し
、
健
康
長
寿
を
め
ざ
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

生
活
習
慣
病
予
防
健
診

場
所
=
区
内
の
指
定
医
療
機
関

対

象
=
1
8年
3
月
3
1日
現
在
、
4
0歳
以

上
の
区
民

※
職
場
な
ど
で
健
康
診

査
を
受
け
る
機
会
が
あ
る
方
、
入
院

な
ど
の
理
由
で
医
療
機
関
か
ら
健
康

管
理
を
受
け
て
い
る
方
を
除
く

。
1

年
度
に
1
回
の
み

内
容
―
身
体
測

定
、
聴
診
、
血
圧
測
定
、
血
液
、
尿
、

胸
部
X
線
撮
影
な
ど
に
よ
る
、
生
活

習
慣
病
や
心
臓
・
肝
機
能
・
じ
ん
機

能
な
ど
の
検
査

※
前
回
受
診
時
に

「
要
医
療
」
と
判
定
さ
れ
た
検
査
項

目
は
、
検
査
が
省
略
さ
れ
る
場
合
あ

り

受
診
期
限
=
受
診
票
発
行
か
ら

約
6

ヵ
月
(
受
診
票
に
記
載
)

申

込
=
窓
口
ま
た
は
(
ガ
キ
(
1
6年
度

に
生
活
習
慣
病
予
防
健
診
を
受
け
た

方
に
は
、
誕
生
月
初
め
に
受
診
票
を

送
付
す
る
の
で
、
申
し
込
み
は
不

要
)

※
(
ガ
キ
の
場
合
は
、
住
所
、

氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、
生
年
月
日
、

電
話
番
号
、「
生
活
習
慣
病
予
防
健

診
申
し
込
み
」
を
明
記
。
お
よ
そ
2

週
間
後
に
受
診
票
と
案
内
を
送
付

申
先
=
▽
窓
口
…
保
健
総
合
セ
ン
タ

ー
ま
た
は
成
人
保
健
係

▽
(
ガ
キ

…
成
人
保
健
係

〒
1
2
0・8
5
1
0

中
央
本
町
1
-
1
7
-
I

問
先
―
保

健
総
合
セ
ン
タ
ー
(
表
『―
』
ま
た
は

成
人
保
健
係(

3
8
8
0
)
5
1
2
1

生
活
習
慣
改
善
指
導

対
象
=
生
活
習
慣
病
予
防
健
診
を
受

診
し
た
結
果
、
糖
尿
病
・
高
血
圧
・

高
脂
血
症
の
い
ず
れ
か
で
「
要
指

導
」
と
判
定
さ
れ
た
方
(
そ
の
病
気

で
投
薬
な
ど
に
よ
る
治
療
を
受
け
て

い
る
方
を
除
く
)

内
容
n
通
院
に

よ
る
生
活
習
慣
病
予
防
の
指
導

申

込
=
生
活
習
慣
病
予
防
健
診
を
受
診

し
た
医
療
機
関
へ

問
先
=
成
人
保

健
係

　
(
3
8
8
0
)
5
1
2
1

内
臓
脂
肪
予
防
教
室
「
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
-
ム
を
防
ぐ

食
事
と
生
活
」
(
3
日
制
)

日
時
=
2
月
1
3
日
・
2
0
日
・
2
7
日
、

い
ず
れ
も
月
曜
日
、
午
後
1
時
1
5
分
～

3
時
3
0分

内
容
=
食
事
・
生
活

を
具
体
的
に
見
直
す
た
め
の
講
義
、

カ
ロ
リ
ー
計
算
や
運
動
の
実
技
ほ
か

定
員
n
3
0人
(
先
着
順
)

申
込
n

電
話

場
・
申
・
問
先
=
中
央
本
町

保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
地
域
保
健
係

(
3
8
8
0
)
5
3
5
2

宿
泊
施
設
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
(
4
月
分
)

□
4
月
分
の
利
用
案
内

申
込
=
区
民
事
務
所
・
生
涯
学
習
振

興
公
社
の
窓
口
で
無
料
配
付
す
る
、

各
宿
泊
施
設
あ
て
の
専
用
申
込
(
ガ

キ
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
5
0円
切

手
を
貼
り
郵
送

期
間
H
2
月
1
日

～
1
0日
消
印
有
効

当
選
者
受
付
=
2

月
2
5日
ま
で
に
宿
泊
施
設
に
予
約

確
定
の
電
話
を
し
て
く
だ
さ
い
。期

限
を
過
ぎ
る
と
、
当
選
取
り
消
し
と

な
り
ま
す

利
用
で
き
な
い
日
等
=

表
2

※
以
前
の
申
込
(
ガ
キ
(
未

使
用
の
も
の
)
を
お
持
ち
の
方
は
、

公
社
各
窓
口
で
現
品
と
引
き
換
え
に

払
い
戻
し
ま
す
。印
鑑
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
(
ス
タ
ン
プ
印
不
可
)

□
予
約
の
変
更
・
取
り
消
し

直
接
宿
泊
施
設
へ
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。
▽
増
員
・
:部
屋
の
定
員
を

超
え
る
増
員
は
で
き
ま
せ
ん

▽
取

り
消
し
・
減
員
…
利
用
初
日
の
2
日

前
ま
で
は
キ
ャ
ン
セ
ル
料
な
し
。
前

日
お
よ
び
当
日
以
降
は
、
宿
泊
料
金

全
額
が
キ
ャ
ン
セ
ル
料
と
な
り
ま
す

□
料
金
の
支
払
い

チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
時
に
現
地
で
支

払
っ
て
く
だ
さ
い

□
空
き
室
の
利
用
《
4
月
分
》

抽
選
後
の
空
き
室
の
申
し
込
み

は
、
3
月
1
日
か
ら
直
接
希
望
の
施

設
で
電
話
受
け
付
け
を
し
ま
す
。

受
付
時
間
=
表
2

□
保
養
所
の
休
憩
使
用
料
金
が
変
わ

り
ま
す

4
月
1
日
か
ら
、
休
憩
使
用
料
が

変
わ
り
ま
す
。
変
更
後
の
料
金
=

▽
湯
河
原
・
:
5
0
0
円

▽
那
須
…
4
5
0円

※
い
ず
れ
も
入
湯
税
込
み

湯
河
原
と
那
須
保
養
所
が
、
さ

ら
に
利
用
し
や
す
く
な
り
ま
す

□
単
身
利
用
が
可
能
に
な
り
ま
す

1
月
か
ら
、
空
室
受
け
付
け
分
に

限
り
、
単
身
で
の
利
用
受
け
付
け
を

始
め
ま
し
た
(
(
ガ
キ
で
の
抽
選
申

し
込
み
と
、
4
月
下
旬
～
5
月
上
旬

の
大
型
連
休
・
夏
休
み
・
年
末
年
始

の
利
用
は
不
可
)
。

□
団
体
(
2
0人
以
上
)
受
け
付
け
の

方
法
が
変
わ
り
ま
し
た

予
約
方
法
=
利
用
希
望
月
の
6
ヵ
月

前
の
1
日
か
ら
、
3
ヵ
月
前
の
月
末

ま
で
、
現
地
施
設
に
直
接
電
話
で
予

約

※
利
用
可
能
日
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
利
用
人
数
が
2
0人
を

下
回
っ
た
場
合
、
予
約
は
無
効

宿
泊
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は

…
各
施
設
予
約
電
話
へ
(
表
2
)

表2 各施設利用案内( 4 月利用分)

※ 1 施設に対して、1 グループにつきハガキ1 枚でお願いします
※日光林間学園、鋸南自然の家、鹿沼野外レクリエーションセンタ
ーの利用できる日も学校などが利用するため、空室が少ない場合
があります。くわしくは、各施設にお問い合わせください
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障害者が自立して暮らせる社会に
～4月から、障害福祉サービス利用のしくみが変わります～

障害者が、地域で自立した生活を送れるよ
うに支援することを目的とした「障害者自立
支援法」が、4 月1 日から施行されます。こ

れまで身体障害者・知的障害者・精神障害者
への福祉サービスや公費負担医療は、個々の
法律に基づいて提供されてきました。これか
らは区が主体となり、障害の種別に関わらず。

「障害者自立支援法」という1 つの法律によ

り、一元的に共通のサービスを提供する仕組
みへと変わります。
また、利用者負担についても、所得に応じ

た負担から、定率負担( 1 割) になりますが、
所得の低い方に対する減額制度など、様々な
配慮が予定されています。くわしく示されて

いない部分については、今後お知らせしてい
きます。

確 認 し て く だ さ い

現在支援費制度のサービスや医療費公費助
成制度を利用している方には、新しい制度の
説明 と共に、支給決定に必要な申請書類を送
ります。申請書と必要書類を忘 れずに提出し
てください。1 月中に届かない方は、お問い
合わせください( 右記参照) 。
また、利用している制度によって受付日な

どが異なりますので、注意してください。

障害者自立支援法に関するお問い合わせは…

> 身体障害者・知的障害者の
サービスに関すること

…管轄( ※ ) の福祉事務所
中部 　3880- 5880　　
千住 　3888- 3141　　
東部 　3605―7105　
西部 　3897- 5011　　
北部 　3883―6800

レ精神障害者のサービスに関す
ること

…管轄( ※ ) の保健総合センター　
中央本町 　3880―5351　　
竹の塚 　3855- 5082　　
江北 　3896―4004　　
千住 　3888―4277　　
東和 　3606―4171

※管轄については、「わたしの便利帳J P. 9 ・10をご覧ください

レ制度全般に関すること・事業所からの問い合わせは、
障害福祉計画係 　3880- 5255

自己負担金額に関しては、単価などが未定のため、個別のお問い
合わせには、まだお答えできませんのでご了承ください

なぜ、制度の改革が必要なのでしょうか?
支 援 費 制 度( 以 下 、 支 援 費)

・支援費制度施行後、サービス利用者は急増したが、国予算はそれに対応できず、16年度は274億
円の不足となった

・障害種別間の格差が大きい上に、精神障害者は支援費の対象外

|みんなで支え合い、サービスを受けやすくしていくことが必要

障害者自立支援法( 以下、自立支援法)

・障害者施策を一元化した
・利用者の立場に立ったサービス体系に再編
・就労支援の抜本的強化
・支給決定の仕方をわかりやすく、明らかに
・安定的な財源の確保

障害者が自立し、安心して
地域で暮らしやすい社会に

● 制度施行のスケジュールについて( 18 年度)

支給決定( 申請からサービス利用までの流れ)
支援費: …本人や家族の状況などを区が総合的に勘案して支給決定

自立支援法卜・・全国共通の障害程度区分の導入と、審査会( ※ ) の審査による支給決定

※審査会…障害保健福祉の学識経験者
や、障害者の実情に通じた者で構成①相談・申請

【相談・申請の窓口】
> 身体障害者・知的障害者
… 福祉事務所 じ>精神障害
者… 保健総合センター

②アセスメント( 調査)

障害程度区分を認定するための106項
目の調査と、サービス利用意向の聞き取
りを、区職員が行います。

③障害程度区分の認定

調査結果から1次判定を行い、1～6の
区分に認定します。さらに医師の意見書や
特記事項により、審査会で2 次判定を行
い、障害程度区分を認定します。

④支給決定

勘案事項調査項目や、サービ ス利用
の意向などから、1 ヵ月に利用できるサ
ービ スの種類と量を支給決定します。

⑤サービス利用計画の作成

長期の入所・入院から地域生活へ移
行する方などには、サービス利用計画を
策定して、地域での生活を支援します。

⑥サービスの利用

支給決定された内容に基づ
き、事業者と契約することで、
サービスが利用できます。

新たなサービス体系について
支援費 い 法律ごとに施設体系が定めてあり、本来の目的と現状にズレも

自立支援法 卜・・利用者の立場に立ったサービ ス体系に再編し、

就労支援の強化や重度障害者施策の充実を図る

自立支援給付…各種サービスを利用可

現行サービス 新サービス

※ 表 中の「身」は「身体障害者」、「知」は「知的障害者」、「児」は「障害児」、「精」は「精神障害者」の略

自立支援医療について
現在: … 更生医療・育成医療・精神通院医療がばらばらに存在

自立支援法| …医療費助成制度が統合されます

これまで、更生医療、育成医療、精神通院医療として、個々
の法律により提供されていた医療費公費助成制度が、支給認定
手続きや利用者負担のしくみを共通化し、自立支援医療として
統合されます。
自立支援医療の対象となる疾病は、これまでの制度と同じで

す。制度の移行により、疾病の範囲が狭くなるようなことはあ
りません。自己負担は原則として1 割負担ですが、低所得世帯
に対する配慮として、月当たり
の負担額に上限を設定すると
ともに、一定の負担能力のある
世帯についても、継続的に相当
額の医療費負担が発生するこ
とから、月当たりの負担額に上
限が設定されます。

´ 自立支援医療の世帯の範

囲は、同じ医療保険に加入

している世帯になりまち

現 行

更生医療
(身体障害者福祉法)

育成医療
( 児童福祉法)

精神通院医療
( 精神保健福祉法)

・1月に新体系

に移行

新 制 度

自
立
支
援
医
療
制
度

● 支給認定の手続を共通化
● 利用者負担の仕組みを共
通化

● 指定医療機関制度の導入

● 医療の内容や、支給認定
の実施主体( ※ )について
は、現行どおり
※ 精神、育成→東京都
更 生 →足立区

利用者負担を見直します
支援費卜‥本人と扶養義務者が、それぞれの所得に応じた負担

自立支援法| …世帯で、利用したサービス量に応じて1 割を負担

利用者負担の仕組み
①利用し たサービ ス に掛かった経費の
1 割を負担( 図1) 。

②世帯の収入に応じて、1 ヵ月に負担す
る金額の上限を決定( 表1) 。

③世帯の範囲は、住民票上の世帯とし、
その世帯の収入を合算し て負 担額を
決定( 図2) 。

④世帯主 などが障害者を税制上の扶養
控除の対象 とせず、かつ 健康保険の扶
養関係としていない場合は、世帯の範
囲は障害者本人と配偶者のみ( 図2) 。

⑤利用す るサービスや収入の状況 によ
って、各種減免措置が適用 され、さら
に負担が軽 減。

表1 利用者負担の上限月額
自己負担分は、所得に応じて月額負担上限額が4 区分に設定され、

利用したサービス量に係わらず、それ以上の負担は生じません

自己負担額は、実際にサービスを利用した量や状況により異なりま
す。また18年度のサービス単価については、まだ決まっていません。
実際の負担額や、世帯の負担上限月額などは、3 月中旬ころまでに、
サービス利用者宛に、個別にお知らせする予定です。

⑤各種減免措置
・高額障害福祉サービス
・個別減免( 3 年間の経過措置)
・社会福祉法人減免( 3 年間の経過措置)
・生活保護境界層対象者負担軽減措置
・補足給付( 3 年間の経過措置)
・通所施設食費軽減措置( 3 年間の経過
措置)

※ これらの減免制度は、利用しているサ
ービスの種類や、個人の資産などによ
り、対象とならない場合もあります。

図1 費用負担の割合 図2 「住民票上の世帯」と「世帯
の範囲の特例」
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1
・
O
～
2
3
・
8
㎡
)

入
居
予
定
日
=
5
月
1
日
入
居
期

間
=
2
年
間
(
審
査
に
よ
り
1
年
に

限
り
延
長
可
能
)
申
込
=
必
要
書

類
を
持
参
ま
た
は
郵
送
※
申
込
用

紙
・
募
集
要
項
は
、
中
小
企
業
支
援

課
で
配
付
。
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
申
込
期
間

=
1
月
2
5
日
～
2
月
2
4
日
(
郵
送
の

場
合
は
消
印
有
効
)

-

い
ず
れ
も
I

申
・
問
先
=
創
業
支
援
係

〒
剛一
・
8
5
1
0

中
央
本
町
I
-
1
7
-
I
　
　
　

　
(
3
8
8
0
)
5
1
8
4

公
園
な
ど
の
自
主
管
理
・
花
壇

管
理
を
行
う
団
体
・
グ
ル
ー
プ

を
募
集
し
ま
す

区
で
は
、
公
園
や
児
童
遊
園
を
、

区
民
の
皆
さ
ん
が
「
地
域
の
庭
」
と

し
て
自
ら
の
手
で
管
理
す
る
制
度
を

広
げ
て
い
ま
す
。

対
象
=
町
会
・

自
治
会
・
子
ど
も
会
・
老
人
会
な
ど

の
組
織
や
、
地
域
の
美
化
活
動
に
寄

与
す
る
法
人
・
民
間
団
体
な
ど
、
継

続
的
に
活
動
が
可
能
な
グ
ル
ー
プ

内
容
=
▽
公
園
・
児
童
遊
園
の
管
理

・
:
週
I
回
以
上
の
清
掃
作
業
ほ
か

(清
掃
用
具
な
ど
を
購
入
す
る
活
動

費
を
支
給
)

▽
公
園
内
の
花
壇
管

理
…
草
花
な
ど
の
植
え
付
け
、
育
成

作
業
(
活
動
費
は
支
給
さ
れ
ま
せ

ん
)

※
ど
ち
ら
も
区
と
協
定
を
結

び
ま
す

申
・
問
先
=
公
園
管
理
課

施
設
係

(
5
6
8
0
)
0
8
2
2

木
造
住
宅
耐
震
診
断
士
・

耐
震
改
修
施
工
者
登
録

の
た
め
の
講
習
会

区
民
の
方
が
、
安
心
し
て
木
造
住

宅
な
ど
の
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
工

事
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
。
4

月
か
ら
、
区
登
録
業
者
制
度
に
よ

る
耐
震
助
成
事
業
を
始
め
ま
す
。
制

度
開
始
に
先
駆
け
、
登
録
希
望
業
者

に
対
す
る
講
習
会
を
行
い
ま
す
。

□
木
造
住
宅
耐
震
診
断
士
講
習
会

日
時
=
2
月
2
3
日
㈲
、
午
後
1
時
～

5
時

対
象
U
建
築
士
の
資
格
を
有

し
、
区
内
の
建
築
事
務
所
な
ど
に
勤

務
す
る
方

□
耐
震
改
修
施
工
者
講
習
会

日
時
=
2
月
2
7日
㈲
、
午
後
1
時
～
5

時

対
象
=
建
設
業
法
に
基
づ

き
、
建
築
工
事
業
の
許
可
を
受
け

て
、
区
内
に
営
業
所
を
有
す
る
方

-

い
ず
れ
も
I

場
所
=
綾
瀬
プ
ル
ミ
エ

申
込
=
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
持

参

※
申
込
書
は
建
築
防
災
係
で
配

付

期
限
=
2
月
1
0日

申
・
問
先
=

建
築
防
災
係(

3
8
8
0
)
5
9
5
2

毎
月
第
3
土
曜
日
は
「
あ
だ
ち

家
族
ふ
れ
あ
い
の
日

」

毎
月
I
回
、
親
子
の
ふ
れ
あ
い
の

場
を
、
様
々
な
形
で
提
供
し
て
い
ま

す
。
区
内
施
設
(
体
育
館
、
公
園
、

プ
ー
ル
、生
物
園
、こ
ど
も
科
学
館
、

郷
土
博
物
館
ほ
か
)
の
個
人
利
用
料

が
無
料
に
な
る
ほ
か
、
区
内
の
ボ
ウ

リ
ン
グ
場
と
銭
湯
が
そ
れ
ぞ
れ
割
引

料
金
で
利
用
で
き
ま
す
(
銭
湯
は
第
1

土
曜
日
も
割
引
料
金
で
利
用

可
)
。
ま
た
、
親
子
向
け
の
催
し
を
、

各
図
書
館
で
行
い
ま
す
。
家
族
そ
ろ

っ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
問
先
=

家
庭
教
育
担
当
係

(
5
2
4
2
)
8
1
6
4

臨
時
休
館
な
ど

都
市
農
業
公
園

2
月
8
日
伽
・
9
日
㈲
は
、
館
内

消
毒
お
よ
び
園
内
設
備
点
検
作
業
の

た
め
、
臨
時
休
園
し
ま
す
。
休
園
中

は
、
駐
車
場
や
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
園

内
各
施
設
も
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

問
先
U
都
市
農
業
公
園

(
3
8
5
3
)
4
1
1
4

庁
舎
ホ
ー
ル
・
区
民
ロ
ビ
ー
・

駐
車
場
・
展
望
レ
ス
ト
ラ
ン

2
月
H
日
蜘
・
1
2日
㈱
は
消
防
設

備
点
検
の
た
め
、
区
役
所
全
館
を
閉

館
し
ま
す
。
当
日
は
、庁
舎
ホ
ー
ル
・

区
民
ロ
ビ
ー
・
駐
車
場
・
展
望
レ
ス

ト
ラ
ン
も
、
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

問
先
=
庁
舎
管
理
課
設
備

(
3
8
8
0
)
5
8
2
7

男
女
参
画
プ
ラ
ザ
情
報
資
料
室

特
別
整
理
期
間
の
た
め
、
2
月
1
2

日
～
1
9日
ま
で
休
館
し
ま
す
。
問

先
=
男
女
参
画
プ
ラ
ザ

(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

男
女
参
画
プ
ラ
ザ
女
性
相
談
室

臨
時
休
業
日
=
2
月
1
6日
困

※
相

談
の
予
約
も
休
業

問
先
=
男
女
参

画
プ
ラ
ザ
女
性
相
談
室

(
3
8
8
0
)
5
2
2
3

図
書
館

館
内
消
毒
や
防
災
点
検
な
ど
の
た

め
、
一
部
の
図
書
館
が
臨
時
休
館
と

な
り
ま
す
(
表
1
)
。
開
館
中
の
図

書
館
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
問

先
=
中
央
図
書
館

(
5
8
1
3
)
3
7
4
0

表12 月の図書館臨時休
館日一覧

※ 28日(洵は全館休館日

特別区民税・都民税の
第4 期納期限は1 月31日
忘れずに近くの銀行や郵便局な

どの金融機関、または納税課、区
民 事務所の窓口で納めてくださ
な丶。
口座振替を利用している方は、1
月31日に引き落とします。口座

の残高を確認してください。 問
先= 納税相談係 　3880 ―5236

掲

示

板

□
予
備

自

衛
官

補
募
集

対

象
=

▽
一
般
・
:
1
8歳

以
上
3
4
歳

未

満

の
方

▽
技
能
・
:
1
8歳
以

上

で
所

定

の
国

家
免

許
資

格
を

有
す

る
方

※
い
ず
れ
も
自
衛
官
未
経
験
者
試

験
日
=
4
月
1
5
日
～
1
7
日
の
う
ち
指

定

す

る
1

日

申

込
=

電
話

ま

た
は
E

メ

ー
ル

で
住
所

、
氏

名

、
電
話

番

号

を

連

絡

期

限
1
4

月
7

日

申

・
問
先
=

自
衛

隊
足

立
募

集

事
務

所

　
(
3
8
8
1
)
8
0
9
6
E
t
k
y
p
l
o
3
3
@
o
r
i
o
n
.
o
c
n
.
n
e
.
j
p

□
東
京

障

害
者

職
業

能
力

開
発
校

入

校
生

追
加
募

集

内
容
n
身
体
障
害
者
の
た
め
の
職
業

訓
練
申
し
込
み
受
付
期
間
=
2
月

1
日
～
2
4
日
選
考
日
=
3
月
1
0
日

金

申

先
=

近
隣

の
(

ロ
ー
ワ

ー
ク

場

・
問
先
=

東
京

障

害
者
職

業
能

力

開
発

校
(

小

平
市

小
川

西
町
2
-
3
4
-
I
)

0
4
2
(
3
4
1
)
1
4
1
1
　

脇
0
4
2
(
3
4
1
-
)
1
-
4
5
1

□
2

月

は

「
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
月
間

」

次

の

省

エ

ネ

ポ

イ

ン

ト

を

参

考

に

、
電
気

エ
ネ

ル

ギ
ー
を
上

手

に
使

い
ま

し

ょ
う

。
エ

ア
コ
ン

や
冷

蔵
庫

の
設
定

温

度
は
控

え

め
に
す

る
/

テ
レ

ビ
や

照
明

の
ス
イ

ッ
チ

を
こ

ま

め
に
切

る
/

使
わ

な

い
場
合

や
外
出

時

は

、
電
化

製
品

の
コ

ン

セ
ン
ト

を

抜

き

、
待

機

電
力

を

力

作
卜

す

る

問

先
=

聯
関

東
電

気
保

安
協

会

(
4
3
6
6
)
8
8
5
2

□

集
合

住
宅

管
理

保
全

協
会

セ
ミ

ナ

ー日

時
=
2

月
1
9
日

脚

、
午
後
1

時
3
0

分
～
4

時

場
所
H

エ
ル

ー
ソ

フ
ィ

ア

内

容
=

集
合

住
宅

に
お

け

る
防

災

に

つ

い
て

定

員
=
3
0

人
(

先
着

順
)

申

込
=

電

話

申

・
問

先
=
N
P
O

法
人

集
合

住
宅
管

理

保
全
協

会

　
(
5
8
5
1
)
0
6
4
7

□

都

立

永

福

学

園

養

護

学

校
(

仮

称
)

第
1

回

学
校

説
明

会

日

時
=
2

月
2
3
日

困

、
午
前
9

時
1
5

分

～
正

午

場
所
U

都

立
青

鳥
養
護

学

校
(

世

田

谷

区

池

尻
I
-
I
-
4
)

対

象
1
1
9

年

度

入

学

を

希

望

す

る
現
在

中

学
2

年

生

の
生

徒

の
保

護

者

ほ
か

※
都

内
全

域
か

ら
入

学

可

内

容
=

学
校

概
要

の
説
明
/

個

別

相
談

ほ

か

申

込
=

電
話

・
フ
ァ

ク
ス

・
E

メ
ー
ル

で
希

望
す

る
旨

を

連

絡

期

限
=
2

月
1
6
日

必

着

申

・
問

先
=

開
設

準
備

室

(
3
3
2
3
)
1
3
8
0
　
　
　

脇
(
3
3
2
3
)
1
3
8
1

口
s
1
O
O
O
3
0
4
s
e
c
t
i
〇
n
.
m
e
t
r
o
.
t
o
k
y
o
.
j
p区役所へは電車やバスを利用してください
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催
し
物
ガ
イ
ド

定
員
に
先
着
順
と
あ
る
も
の
は
1
月
2
6日
か
ら
受
け
付
け
ま
す

住
宅
政
策
審
議
会
を
公
開
し
ま
す

日
時
=
2
月
7
日
㈹
、
午
前
1
0時

場
所
=
区
役
所
庁
舎
ホ
ー
ル

内
容
=

魅
力
的
な
居
住
環
境
を
実
現
す
る

た
め
の
区
の
住
宅
政
策
(
答
申
の
ま

と
め
)
ほ
か

定
員
=
1
0人
(
先
着

順
)

申
込
n
当
日
直
接
会
場
へ

※
開
催
時
刻
の
3
0分
前
か
ら
5
分
前

ま
で
傍
聴
券
を
配
付
。く
わ
し
く

は
、
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧

に
な
れ
ま
す

申
・
問
先
=
住
宅
計

画
係

　
(
3
8
8
0
)
5
2
4
9

医
療
費
通
知
を
送
付

し
ま
す

区
で
は
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
方
に
、
実
際
に
掛
か
っ
た

医
療
費
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
9

月
に
診
療
を
受
け
た
方
の
医
療
費

の
全
額
(
1
0割
分
)
を
、
1
月
末
ご

ろ
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
※
総
医

療
費
が
3
千
円
以
下
の
場
合
や
医
療

機
関
か
ら
の
請
求
が
遅
れ
た
場
合
は

除
く

問
先
=
こ
く
ほ
年
金
課
給
付

係

　
(
3
8
8
0
)
5
2
4
1

郷
土
博
物
館
の
映
画
会
(
第

2
土
曜
日
の
無
料
公
開
日
)

日
時
=
2
月
H
日
㈱
、
午
前
H
時

内
容
n
「
稲
荷
塚
古
墳
～
八
角
墳

の
謎
に
迫
る
～
」
(
3
2
分
)
・
:
都
指

定
史
跡
の
古
墳
。
全
国
的
に
珍
し
い

八
角
墳
の
謎
に
迫
る
/
「
八
丈
島
の

歌
と
踊
り
」
(
2
7分
)
・
:
古
風
な
中

世
を
思
わ
せ
る
伝
承
と
踊
り
の
記
録

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

場
・
問

先
=
郷
土
博
物
館

(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

あ
だ
ち
再
生
館

エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ

日
時
=
2
月
H
日
蜘
、
午
後
1
時
～

4
時

場
所
=
エ
ル
ーソ
フ
ィ
ア

対
象
=
区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

方

※
大
人
・
男
性
の
方
歓
迎

内

容
=
「
ひ
な
祭
り
」
に
向
け
て
の
エ

コ
ク
ッ
キ
ン
グ

講
師
=
葭
枦
麻
利

子
氏
(
管
理
栄
養
士
)

定
員
-
3
0

人
(
抽
選
)

費
用
=
7
0
0円(
材
料

費
)

持
ち
物
=
エ
プ
ロ
ン
、
ふ
き

ん
、
三
角
き
ん

申
込
=
往
復
(
ガ

キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

号
、「
エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
参
加
希
望
」

を
明
記

※
返
信
面
に
住
所
、
氏
名

を
記
入

期
限
=
2
月
2
日
必
着

申
・
問
先
―
あ
だ
ち
再
生
館

〒
1
2
0

・
0
0
1
1

中
央
本
町
2
-
9
-
I

　
(
3
8
8
0
)
9
8
0
0

生
活
の
科
学
教
室

「
寒
仕
込
み
味
噌
作
り
」

日
時
1
2
月
2
3日
㈲
、
午
後
1
時
3
0

分
～
3
時
3
0分

場
所
=
エ
ル

ー
ソ

フ
ィ
ア

対
象
―
区
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
方

内
容
=
味
噌
を
手

作
り
し
、
大
豆
や
味
噌
に
つ
い
て
学

び
ま
す

持
ち
物
=
エ
プ
ロ
ン
、
手

ぬ
ぐ
い
2
枚
、
三
角
き
ん
を
持
参

講
師
=
区
職
員

定
員
=
3
0人
(
抽

選
)

費
用
U
3
0
0円
(
材
料
費
)

申

込
=
往
復
(
ガ
キ
に
氏
名
、
住
所
、

電
話
番
号
、「
味
噌
作
り
参
加
希
望
」

を
明
記

※
(
ガ
キ
ー
枚
に
付
き
I

人
。
返
信
面
に
住
所
、
氏
名
を
記
入

期
限
=
2
月
9
日
必
着

申
先
=
消

費
者
セ
ン
タ
ー

〒
1
2
3・0
8
5
1

梅
田
7
-
3
3
-
I

(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
入
選
作
品
展
覧
会

期
間
H
2
月
1
7日
～
2
3日

時
間
n

区
役
所
開
庁
時
間
内

※
初
日
は
午

前
1
0時
か
ら
、
最
終
日
は
午
後
4
時

ま
で

場
所
=
区
役
所
I
階
区
民
口

ビ
ー

内
容
=
今
年
度
の
応
募
3
3
8点

の
中
か
ら
、
小
・
中
学
校
の
優
秀
作

品
各
2
0点
(
金
賞
I
点
、銀
賞
3
点
、

銅
賞
6
点
、
佳
作
1
0点
)
を
展
示

問
先
=
選
挙
管
理
委
員
会

(
3
8
8
0
)
5
5
8
1

区
立
小
学
校
・
心
身
障
害

学
級
連
合
学
習
発
表
会

日
時
=
▽
舞
台
発
表
・
:
2
月
1
7
日

面
、
午
前
9
時
～
正
午
▽
作
品
展

示
・
:
2
月
1
5
日
～
1
7
日
、
午
前
9
時

～
午
後
5
時
(
1
7日
は
午
後
2
時
ま

で
)

場
所
=
竹
の
塚
地
域
学
習
セ

ン
タ
ー

内
容
=
心
身
障
害
学
級
に

通
う
子
ど
も
た
ち
が
、
日
ご
ろ
の
学

習
の
成
果
を
、
劇
や
歌
、
工
作
や
絵

画
な
ど
で
発
表

問
先
=
学
務
課
心

身
障
害
就
学(

3
8
8
0
)
5
9
7
6

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
「
星
と
音
楽

の
夕
べ
(
C
D

演
奏
)
」

日
程
等
=

▽
2
月
4

日
田
・
1
8
日
田

バ
ン
プ

オ
プ

チ
キ
ン

…
B
U
M
P
O
F
C
H
I
C
K

E
N

▽
2
月
一
1
1
一
日
㈲
・
2
5
倒
・
:冨

田
勲
(

シ
ン
セ
サ
イ
ザ
占

時
間
=

午
後
6

時

※
当
日

、
午
後
3

時
2
0

分
か
ら
チ
ケ
ッ
ト
を
発
売

費
用
=

大
人
2
0
0円

、
小
・
中
学
生
1
0
0円

※
未
就
学
児
の
座
席
使
用
は
チ
ケ
ッ

卜
必
要
(
1
0
0
円
)

申
込
n
当
日
直

接
会
場
へ

場
・
申
・
問
先
=
ギ
ャ

ラ
ク
シ
テ
ィ
・
こ
ど
も
科
学
館

(
5
2
4
2
)
8
1
6
1

N
P
O
活
動
支
援
セ

ン
タ
ー
の
講
座

□
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
講
座
「
い
い
こ
と

は
う
ま
く
や
ろ
う
I・
」

日
時
=
2
月
1
0日
㈲
、
午
後
6
時
～
8

時

場
所
H
N
P
O
活
動
支
援
セ

ン
タ
ー

対
象
=
N
P
O
運
営
に
興

味
の
あ
る
個
人
も
し
く
は
団
体

内

容
=
N
P
O
運
営
に
お
け
る
リ
ス
ク

管
理
の
重
要
性
に
つ
い
て
、
事
例
や

ケ
ー
ス
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
具
体
的
に

学
び
ま
す

講
師
=
中
原
美
香
氏

(
N
P
O
リ
ス
ク
ーマ
ネ
ジ
メ
ン

ト
ーオ
フ
ィ
ス
代
表
)

定
員
=
2
0

人
(
先
着
順
)

期
限
1
2
月
8
日

必
着

□
体
験
講
座
「
諸
兄
、
ゲ
ー
ム
や
ろ

う
ぜ
!
」

日
時
=
2
月
2
5
日
出
、
午
前
H
時
～

午
後
O
時
3
0
分
/
午
後
1
時
3
0
分
～

3
時

場
所
n
N
P
O
活
動
支
援
セ

ン
タ
ー

対
象
=
男
女
問
わ
ず
、
区

内
在
住
・
在
勤
の
4
0歳
以
上
で
、
テ

レ
ビ
ゲ
ー
ム
未
経
験
ま
た
は
初
心
者

の
方

内
容
―
最
新
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム

を
活
用
し
た
N
P
O
法
人
の
活
動
を

紹
介
す
る
と
共
に
、
シ
ニ
ア
世
代
の

講
師
が
ゲ
ー
ム
の
基
礎
を
わ
か
り
や

す
く
解
説
・
実
技
指
導
し
ま
す

講

師
=
N
P
O

法
大
お
と
な
の
暮
ら
し

と
仕
事
研
究
所
公
認
シ
ニ
ア
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー

定
員
=

各
回
1
5人

(先
着
順
)

□
入
門
講
座
「
見
た
い
・
聞
き
た
い
・

N
P
O
～
あ
な
た
の
疑
問
に
答
え

ま
す
～
」

日
時
=
2
月
2
8日
㈹
、
午
後
7
時
～
8

時
3
0分

場
所
=
梅
田
地
域
学
習

セ
ン
タ
ー

内
容
―
「
N
P
O

つ
て

何
だ
ろ
う
」
と
い
っ
た
基
礎
的
な
内

容
に
つ
い
て
の
講
義

定
員
=
3
0人

(先
着
順
)

-

い
ず
れ
も
I

申
込
=
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
・
E
メ
ー

ル
で
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
E

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
(
持
っ
て
い
る
方

の
み
)

、
希

望
講

座

名
(

体

験
講

座

は
参

加

希
望

回
も
)

を

連
絡

申

・

問

先
=
N
P
O

活

動
支

援

セ
ン

タ
ー

(
3
8
4
0
)
2
3
3
1
　
　
　
　

脇
(
3
8
4
0
)
2
3
3
3

H
n
p
o
@
c
i
t
y
.
a
d
a
c
h
i
.
t
o
k
y
o
.
j
p

三
世
代
交
流
千
住
遊
び
ま
つ
り

日
時
=
2
月
5
日
㈲
、
午
前
1
0時
～

午
後
1
時

場
所
H
千
住
公
園
(
千

住
大
川
町
3
5
-
I
)
※
雨
天
時
は

千
住
児
童
館

内
容
=
大
人
も
子
ど

も
も
、
障
害
の
あ
る
子
も
な
い
子
も

み
ん
な
で
一
緒
に
、
ベ
ー
ゴ
マ
や
大

型
紙
相
撲
な
ど
の
遊
び
を
楽
し
み
ま

す

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

問

先
=
千
住
児
童
館
老
人
館

(
3
8
8
2
)
2
7
6
5

み
ん
な
で
つ
く
る

健
康
あ
だ
ち
2
1

喫
煙
率
を
下
げ
、
妊
婦
や
子
ど

も
を
た
ば
こ
の
害
か
ら
守
ろ
う

た
ば
こ
を
吸
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

が
ん
や
心
筋
梗
塞
、
脳
血
管
疾
患
や

歯
周
病
に
な
る
な
ど
、
大
き
な
健
康

被
害
が
出
ま
す
。
ま
た
、
低
体
重
児

の
出
生
な
ど
、
妊
娠
・
出
産
へ
の
影

響
も
見
逃
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

「
健
康
あ
だ
ち
2
1」
で
は
、
次
の

こ
と
を
目
標
と
し
て
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。

▽
禁
煙
し
よ
う
。

▽
未
成
年
者
は
た
ば
こ
を
吸
わ
な

い
。

▽
妊
婦
や
子
ど
も
の
前
で
た
ば
こ
を

吸
わ
な
い
。

1
3年
と
1
6年
に
行
っ
た
健
診
か
ら

把
握
し
た
、
区
の
喫
煙
の
実
態
や
環

境
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
男
性
の
喫
煙
者
が
減
り
、
女
性
の

喫
煙
者
は
や
や
増
加
傾
向
に
あ
る

(区
民
全
体
で
は
増
加
)
。

▽
妊
婦
の
前
で
の
夫
の
喫
煙
率
は
下

が
っ
た
が
、
乳
児
や
未
成
年
の
い

る
家
庭
で
の
喫
煙
率
は
変
化
な

し
。

▽
公
共
施
設
で
の
禁
煙
化
や
区
内
医

療
機
関
の
禁
煙
外
来
は
増
加
。

保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ

い
る
禁
煙
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
、
効

果
を
上
げ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
本

人
の
自
覚
と
努
力
な
く
し
て
、
た
ば

こ
に
よ
る
健
康
被
害
を
防
ぐ
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

た
ば
こ
に
よ
る
健
康
問
題
は
と
て

も
重
要
で
す
。区
は
こ
れ
か
ら
も
、

未
成
年
の
喫
煙
防
止
に
向
け
て
の
健

康
教
室
や
喫
煙
者
に
対
す
る
禁
煙
支

援
、
路
上
喫
煙
防
止
の
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
な
ど
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
区
と

共
に
、
地
域
な
ど
で
も
引
き
続
き
、

た
ば
こ
に
よ
る
健
康
被
害
を
防
ぐ
た

め
の
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し

《
健
康
推
進
課
健
康
づ
く
り
》

審議会等の公開( 2 月分)
会議は公開です。傍聴方法など、く わしくはお問い合わせください。

パブリックコメント( 2 月分)
区民の方から意見を募集し ます。くわしく はお問い合わ せくださいO

区
政
モ
ニ
タ
ー
募
集

〝あ
な
た
の
声〟

を
区
政
に

□
区
政
モ
ニ
タ
ー
募
集
概
要

応
募
資
格
=
次
の
条
件
を
す
べ
て
満

た
し
て
い
る
方
…
満
2
0歳
以
上
(
1
8

年
4
月
1
日
現
在
)
/
区
内
に
引
き

続
き
3
ヵ
月
以
上
居
住
(
日
本
語
が

で
き
る
外
国
人
を
含
む
)
/
都
内
の

地
方
公
共
団
体
の
職
員
で
な
い
/
過

去
2
年
間
に
区
政
モ
ニ
タ
ー
を
経
験

し
て
い
な
い

謝
礼
=
ア
ン
ケ
ー
ト

回
答
I
回
に
つ
き
5
0
0
円

募
集
人
数
-
1
0
0

人

申
込
=
2
月
1
7日
ま
で
に

電
話
で
応
募
用
紙
(
往
復
(
ガ
キ
)

を
請
求

※
応
募
方
法
な
ど
は
、
区

の
ホ
ー
ム
ペ
L
ン
で
も
ご
覧
に
な
れ

ま
す

申
・
問
先
=
区
民
の
声
係

「区政モニター」とは?
□ 区政モニター制度の目的
区政運営の方向性や問題点などについて、区民の生の声を聴

き、各施策の計画立案に生かすと共に、モニター自身も区政に
対する理解や関心を深めていただきます。
□ 任期は2 年・定数は200人
区政モニターの任期は2年です(今回募集のモニターは、4

月1日～20年3月31日)。定数は200人で、選考により毎年100人
ずつ入れ替えています。
□ 区政モニターの主な仕事
レアンケートに回答
区が送付する、区政に関するアンケートに回答してください。

アンケートは年4 回程度で、通信手段は郵便とインターネット
利用のどちらかを選べます( 来庁する必要はありません)。
アンケート結果の報告書は、区内各図書館に配付すると共に、

区のホームページ上でも公表しています。 ※ 17年度のテーマ
… 「サービスアップ( 電話対応) と区民に求められる職員につ
いて」「あだち広報について」「コミュニテイバス〈はるかぜ〉
について」ほか
レその他の広聴業務
区政全般についての情報・意見・要望などを随時提供したり、

区が依頼する広聴業務に協力をしていただきます。

あだち広報 有料広告掲載主募集中。くわしくは広報係へ 　3880―5815
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17年度住民参加型ミニ市場公募債

「走れ!あだち債」を発行します
～あなたの資金を区政に生かしませんか～

住
民
参
加
型
ミ
ニ
市
場
公
募
債
「
走
れ
I・

あ
だ
ち
債
」
を
発
行
し
ま
す
(
表
1
)
。
こ
れ
は
、
利
子

や
満
期
時
の
元
金
を
区
が
支
払
う
の
で
、
初
め
て
の
方
で
も
安
心
し
て
購
入
で
き
る
債
券
(
区
債
)
で

す
。
昨
年
度
は
好
評
に
つ
き
、
申
し
込
み
初
日
に
完
売
し
ま
し
た
。

今
回
集
ま
っ
た
資
金
は
、
あ
だ
ち
産
業
セ
ン
タ
ー
建
設
費
用
お
よ
び
耐
震
補
強
工
事
な
ど
の
小
・
中

学
校
改
修
費
用
の
一
部
と
し
て
活
用
し
ま
す
。

住
民
参
加
型
ミ
ニ
市
場
公
募
債
と
は

ミ
ニ
市
場
公
募
債
と
は
、
区
政
に

関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
や
、
資

金
調
達
を
目
的
と
し
、
地
域
を
限
定

し
た
少
額
で
も
発
行
可
能
な
債
券
で

す
。
区
で
は
1
4年
度
か
ら
発
行
し
て

い
ま
す
。

中
途
換
金
が
で
き
ま
す

満
期
日
(
償
還
期
日
)
前
に
万
一

換
金
の
必
要
が
生
じ
た
場
合
は
、
取

り
扱
い
金
融
機
関
で
の
換
金
が
で
き

ま
す
。
た
だ
し
、「
走
れ
!
・

あ
だ

ち
債
」
の
価
格
は
毎
日
変
動
し
て
い

る
た
め
、
売
却
の
時
期
に
よ
っ
て

は
、
購
入
時
の
価
格
を
下
回
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

今
回
の
発
行
か
ら
券
面
は
発
行
し
ま
せ
ん

今
回
の
発
行
か
ら
振
替
債
(
注
)

で
の
発
行
と
な
る
た
め
、
券
面
(
証

券
)
の
発
行
は
し
ま
せ
ん
。
債
券
を

購
入
す
る
方
は
、
取
り
扱
い
金
融
機

関
に
口
座
を
開
設
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
く
わ
し
く
は
、
取
り
扱
い
金

融
機
関
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

(表
1
)
。

(注
)
…
振
替
債
と
は
、「
社
債
等

の
振
替
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ

き
、
証
券
の
券
面
を
発
行
せ
ず
、
売

買
な
ど
の
記
録
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

上
の
振
替
口
座
簿
に
お
い
て
管
理
す

る
も
の
で
す
。

□
参
考
情
報

2
0年
1
月
6
日
以
降
は
、
障
害
者

な
ど
の
マ
ル
優
な
ど
は
振
替
債
の
み

に
適
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

■
今
回
集
ま
っ
た
資
金
は
、
あ
だ
ち

産
業
セ
ン
タ
ー
の
建
設
費
用
な
ど

に
活
用
し
ま
す

表1 「走れ! あだち債」申込期間等

※ 1 …申し込み総額が5 億円に達した時点で終了となります。早めに申し込ん
でください( 土・日・祝日は申し込み不可)

※ 2 …利率については、国債の利回りなどを参考に決定します。決定利率につい
ては、取り扱い金融機関にお問い合わせください

※ 3・‥申し込みの際に必要な書類や障害者などに対するマル優・特別マル優制
度については、事前に取り扱い金融機関にお問い合わせください

※ 4 …みずほ銀行については、昨年と販売店舗に変更がありますので、ご注意く
ださい。なお、千住支店は、旧千住駅前支店の場所に移転しました

人

材

募

集

千
住
区
民
事
務
所
非
常
勤
職
員

対
象
=
区
内
ま
た
は
そ
の
近
郊
に
住

所
を
有
す
る
2
5
～
6
0
歳
の
方
勤
務

内
容
=
各
種
申
請
受
け
付
け
お
よ
び

端
末
入
出
力
ほ
か
勤
務
条
件
n
1

日
7
。
5
時
間
で
週
4
日
。
勤
務
時
間
は

午
前
9
時
～
午
後
7
時
1
5
分
の
指
定

す
る
時
間
(
早
番
・
遅
番
の
輪
番
あ

り
)

雇
用
期
間
=
4

月
1
日
～
1
9

年
3
月
3
1日
(
勤
務
成
績
良
好
な
場

合
は
更
新
あ
り
)

報
酬
1
1
8
万
1

千
円
(
交
通
費
別
途
支
給
)

募
集

人
員
=
I

人

選
考
=
▽
1
次
・
:履

歴
書
お
よ
び
作
文

▽
2
次
…
面
接

(
1
次
選
考
通
過
者
の
み
。
2
月
2
7

日
予
定
)

申
込
=
履
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新田一丁目プチテラスの土壌汚染( 続報)

お問い合わせは管財係へ 　3880- 5841

新田一丁目プチテラスの土壌汚染について、汚染
範囲を確定するための追加調査の結果がまとまりま
したので、今後の対応方針と合わせてお知らせしま
す。
□ 調査結果
追加調査は、前回調査の結果を受け6m 以深の土

壌について、「都民の健康と安全を確保する環境に
関する条例」( 以下、都条例という) の規定に従っ
て行いました。前回調査の結果と合わせた結果は次
のとおりです。
[ >重金属類の基準超過深度
土壌溶出量の基準超過の最大深度は、カドミウム4m
、鉛5m 、ヒ素5m 、フツ素15mで、フツ素の15m
地点での最高濃度は7. 7mg/ I でした。
土壌含有量の基準超過の最大深度は、鉛5m 、フ

ツ素6m で、フ ツ素の6m 地点での最高濃 度は12, OOOmg/ kg
でした。なお、カドミウム、ヒ素につ

いては、全地点の全深度で汚染は認められませんで
した。
[ >PCB( ポリ塩化ビフェニル) の土壌溶出量の追
加調査結果概要
前回調査で基準値を超過した地点の周辺で追加調

査した結果、新たなPCB 汚染は認められませんで
した。
□ 今後の対応
[ >周辺地域5 地点( 深度3m 程度) での、フツ素の
水質調査手続きを進めており、結果判明後に速や
かに公表します。

[ >都条例に従って調査結果を都に報告すると共に、
都条例および関係法令に則った汚染拡散防止計画
を策定し、適切な土壌汚染対策を進めます。

じ>近隣住民の皆さんをはじめ、区民の皆さんに対
し、今後の土壌汚染対策について充分な説明を行
っていきます。

レ世帯と人口 ( 18年1 月1 日現在 外国人含む) 世帯数: 296, 811 人口: 645, 770 人( 男: 325, 513 人, 女320, 257 人) 古紙配合率100% 再生紙を使用しています
H. B293, 820


